
特集―非正規労働者の組織化と処遇改善

Business Labor Trend 2012.3

34

　

七
労
組
の
取
り
組
み
事
例
を
み
て
き
た
が
、

こ
の
う
ち
、
ラ
ル
ズ
労
働
組
合
（
事
例
１
）

と
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
労
働
組
合
（
事
例
２
）

は
サ
ー
ビ
ス
・
流
通
連
合
（
Ｊ
Ｓ
Ｄ
）、
三

井
生
命
労
働
組
合
（
事
例
３
）
は
生
保
労
連
、

出
版
ネ
ッ
ツ
（
事
例
４
）
は
出
版
労
連
、
毎

日
新
聞
労
働
組
合
（
事
例
６
）
は
新
聞
労
連

と
い
っ
た
上
部
団
体
の
組
織
化
方
針
を
踏
ま

え
た
う
え
で
、
現
場
の
実
態
に
即
し
た
組
織

化
を
進
め
て
い
る
。
参
考
ま
で
に
、
関
係
す

る
産
別
組
織
の
組
織
化
方
針
を
紹
介
す
る
。

Ｊ
Ｓ
Ｄ

組
織
人
員
25
万
人
の
達
成
に
向

け
て
有
期
労
働
者
の
未
組
織
組

合
を
な
く
す

　

Ｊ
Ｓ
Ｄ
の
組
織
化
方
針
の
内
容
は
、
中

期
目
標
と
し
て
掲
げ
て
い
る
組
織
人
員
数

二
五
万
人
の
達
成
に
向
け
て
、
有
期
契
約
労

働
者
を
有
す
る
加
盟
組
織
で
組
織
化
し
て
い

な
い
組
織
を
な
く
す
と
い
う
も
の
。
そ
の
た

め
の
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、「
パ
ー

ト
タ
イ
マ
ー
組
織
化
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
活

用
し
、
組
織
化
の
事
例
報
告
や
組
織
化
の
阻

害
要
因
に
つ
い
て
、
把
握
と
課
題
解
決
に
向

け
て
取
り
組
む
。
部
会
・
組
織
局
・
地
域
統

括
（
地
域
に
お
け
る
専
従
者
）
と
の
連
携
を

強
め
、
強
力
に
取
り
組
み
を
進
め
る
と
し
て

い
る
。

　

さ
ら
に
、
加
盟
組
合
内
の
未
組
織
労
働
者

の
組
織
化
に
つ
い
て
は
、
有
期
契
約
労
働
者

を
有
す
る
す
べ
て
の
加
盟
組
合
が
積
極
的
に

組
織
化
を
進
め
る
こ
と
や
、
企
業
グ
ル
ー
プ

内
の
未
組
織
企
業
の
組
織
化
に
つ
い
て
は
、

加
盟
組
合
が
計
画
性
を
も
っ
て
組
織
化
に
取

り
組
む
こ
と
な
ど
の
推
進
策
を
掲
げ
て
い
る
。

自
己
実
現
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う

新
た
な
組
織
づ
く
り
も

　

ま
た
、
Ｊ
Ｓ
Ｄ
で
は
、「
流
通
サ
ー
ビ
ス

産
業
を
担
う
産
別
組
織
と
し
て
、
業
界
内
を

中
心
に
す
べ
て
の
労
働
者
に
眼
を
向
け
た
活

動
を
行
っ
て
い
く
社
会
的
使
命
を
有
し
て
い

る
」
と
の
考
え
か
ら
、
業
界
内
で
働
く
企
業

内
労
働
組
合
の
組
合
員
の
範
囲
か
ら
外
れ

る
雇
用
労
働
者
や
個
人
事
業
主
型
労
働
者

に
対
し
、
個
人
の
自
由
な
意
思
で
加
入
で

き
、
組
織
と
し
て
可
能
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
、
個
々
人
の
自
己
実
現
の
サ
ポ
ー
ト
を
行

う
「
新
た
な
（
労
働
組
合
で
は
な
い
）
組
織
」

づ
く
り
に
向
け
た
協
議
を
推
進
。
二
〇
一
一

～
一
二
年
は
、
組
織
体
制
や
サ
ー
ビ
ス
内
容

な
ど
の
組
織
上
の
課
題
を
克
服
す
る
た
め
の

協
議
・
検
討
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

る
。

　

さ
ら
に
、
労
働
相
談
を
行
っ
て
い
く
う
え

で
初
動
対
応
が
重
要
と
の
認
識
か
ら
、「
常

に
体
制
を
整
え
、
迅
速
・
適
切
な
対
応
が
は

か
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
必
要
に

応
じ
て
社
会
保
険
労
務
士
や
弁
護
士
な
ど
の

専
門
家
と
の
連
携
を
と
り
、
相
談
者
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
心
掛
け
て
い
く
」
と

す
る
。

今
月
も
週
二
〇
時
間
以
上
の

パ
ー
ト
約
一
万
五
六
〇
〇
人
を

組
織
化

　

こ
う
し
た
組
織
化
方
針
の
下
、
昨
年

一
〇
月
現
在
の
Ｊ
Ｓ
Ｄ
の
登
録
人
員
は

二
二
万
五
四
人
。
こ
の
う
ち
、
パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー
は
九
万
七
七
五
四
人
で
、
全
体
の
半
数

近
く
を
占
め
る
ま
で
増
え
て
い
る
（
図
）。

　

ま
た
、
傘
下
組
織
企
業
の
全
従
業
員
に
占

め
る
組
合
員
の
比
率
を
算
出
し
た
「
組
織
化

率
」
調
査
（
加
盟
組
合
の
報
告
ベ
ー
ス
）
で

は
、
Ｊ
Ｓ
Ｄ
全
体
で
五
六
％
と
、
過
半
数
を

維
持
し
て
い
る
（
表
）。

　

Ｊ
Ｓ
Ｄ
の
組
織
化
で
さ
ら
に
注
目
す
べ
き

〈
参
考
〉　

産
別
組
合
の
組
織
化
方
針

図　JSD登録人員の推移
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表　JSD部会別　組織化率の状況について
〈組合員÷全従業員　※加盟組合報告ベース　2011.10現在〉

全体 正社員
（フルタイマー）

パートタイマー
（20H以上）

パートタイマー
（20H未満） 契約社員 その他

JSD全体 56％ 81％ 52％ 17％ 59％ 12％

チェーンストア 47％ 80％ 47％ 18％ 37％  2％

百貨店 81％ 85％ 81％ 26％ 77％ 64％

総合サービス 54％ 73％ 48％  2％ 26％  8％

資料出所：2012　JSD労働条件白書



特集―非正規労働者の組織化と処遇改善

Business Labor Trend 2012.3

35

は
、
こ
の
デ
ー
タ
後
に
大
き
な
組
織
化
が
実

現
し
た
こ
と
。今
月
一
日
に
は
、西
友
グ
ル
ー

プ
労
働
組
合
西
友
労
働
組
合
が
週
二
〇
時
間

以
上
の
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
組
織
拡
大
を
達
成

し
、
一
万
五
五
八
六
人
の
組
織
化
を
行
っ
て

い
る
と
い
う
。

通
年
交
渉
で
均
等
・
均
衡
待
遇

の
確
保
を
め
ざ
す

　

な
お
、
Ｊ
Ｓ
Ｄ
は
「
二
〇
一
二
労
働
条
件

改
善
交
渉　

通
年
交
渉
方
針
」
で
も
、「
労

働
条
件
改
善
に
向
け
て
労
使
交
渉
を
行
う
こ

と
は
組
織
化
な
し
に
担
保
で
き
な
い
も
の
」

と
し
て
、交
渉
の
前
提
要
件
の
一
つ
に「
パ
ー

ト
タ
イ
マ
ー
の
組
織
化
」
を
掲
げ
て
、
直
接

雇
用
の
有
期
契
約
労
働
者
が
い
る
加
盟
全
組

織
で
組
織
化
を
め
ざ
す
方
針
を
打
ち
出
し
て

い
る
。
そ
し
て
、
二
〇
一
二
通
年
目
標
に
お

い
て
、
有
期
契
約
労
働
者
の
均
等
・
均
衡
待

遇
の
確
保
に
向
け
て
各
種
制
度
の
協
定
化
に

取
り
組
む
。
と
く
に
、
①
慶
弔
休
暇
の
付
与

基
準
②
通
勤
手
当
の
支
給
基
準
③
社
員
へ
の

転
換
制
度
の
導
入
④
昇
給
ル
ー
ル
の
明
確
化

⑤
職
務
や
成
果
等
に
応
じ
た
一
時
金
制
度
の

導
入
―
―
は
、
各
組
合
が
共
通
し
て
協
定
化

を
め
ざ
す
項
目
に
設
定
し
て
い
る
。

生
保
労
連

組
織
拡
大
の
中
期
取
り
組
み
方

針
を
策
定

　

生
保
労
連
は
、
二
〇
一
〇
年
八
月
の
定
期

大
会
で
、「『
組
織
拡
大
』
の
着
実
な
前
進
に

向
け
た
中
期
取
り
組
み
方
針
（
二
〇
一
〇
～

一
二
年
度
）」
を
確
認
し
て
い
る
。

　

同
労
連
は
、
そ
れ
ま
で
も
毎
年
の
運
動
方

針
に
組
織
拡
大
の
重
要
性
を
掲
げ
て
お
り
、

二
〇
一
〇
年
五
月
現
在
、
有
期
契
約
労
働
者

の
組
織
化（
四
組
合
が
契
約
社
員
を
組
織
化
）

や
組
合
員
範
囲
の
拡
大
（
一
組
合
が
定
年
後

再
雇
用
社
員
を
組
織
化
）、
関
連
・
子
会
社

の
従
業
員
の
組
織
化
（
二
組
合
が
情
報
シ
ス

テ
ム
子
会
社
の
組
織
化
等
）
な
ど
、
一
定
の

前
進
も
み
ら
れ
て
い
た
。
と
は
い
え
、「
現

状
は
総
じ
て
十
分
な
成
果
が
得
ら
れ
て
い
な

い
状
況
に
あ
る
」
と
捉
え
、
組
織
化
を
計
画

的
か
つ
着
実
に
進
め
る
目
的
で
向
こ
う
三
年

間
の
中
期
取
り
組
み
方
針
を
策
定
し
た
。

職
場
の
代
表
と
し
て 

役
割
の
発
揮
を

　

中
期
取
り
組
み
方
針
は
ま
ず
、
未
組
織
労

働
者
の
組
織
化
に
取
り
組
む
目
的
を
、「
労

働
組
合
が
職
場
の
声
を
代
表
し
、
社
会
的
役

割
を
発
揮
す
る
」
こ
と
と
「
一
体
感
の
あ
る

職
場
を
つ
く
り
、生
産
性
の
向
上
を
は
か
る
」

こ
と
の
二
点
に
あ
る
と
す
る
。

　

そ
の
背
景
と
し
て
、
前
者
に
つ
い
て
は
、

生
保
各
社
で
多
様
な
雇
用
形
態
の
労
働
者
が

増
え
る
な
か
、
労
組
が
職
場
の
声
を
代
表
し

て
行
動
・
発
言
す
る
こ
と
が
社
会
的
役
割
を

発
揮
し
て
い
く
う
え
で
不
可
欠
で
あ
る
こ
と

や
、
仮
に
労
組
が
過
半
数
代
表
を
維
持
で
き

ず
協
定
当
事
者
か
ら
外
れ
る
と
問
題
解
決
力

が
低
下
す
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
。

後
者
は
、
未
組
織
労
働
者
の
増
加
に
伴
い
、

労
使
に
よ
る
解
決
機
能
が
低
下
す
る
と
、
①

不
平
・
不
満
の
放
置
（
→
個
別
労
働
紛
争
や

個
人
加
盟
労
組
へ
の
駆
け
込
み
、
労
務
コ
ス

ト
の
増
加
）
②
働
き
が
い
の
低
下
③
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
対
応
の
低
下
（
→
現
場
の
問
題

発
見
機
能
の
低
下
）
④
人
材
の
流
出
（
→
新

規
採
用
コ
ス
ト
の
増
加
）
―
―
な
ど
の
弊
害

が
起
き
や
す
い
環
境
に
な
り
か
ね
ず
、
そ
れ

が
職
場
の
一
体
感
や
生
産
性
の
低
下
に
つ
な

が
る
こ
と
を
懸
念
し
て
い
る
。

　

一
方
、
組
織
化
が
進
ま
な
い
理
由
と
し
て

は
、
①
組
合
加
入
後
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

不
安
が
あ
っ
た
り
、
多
様
な
労
働
者
に
対
す

る
フ
ォ
ロ
ー
に
自
信
が
な
い
な
ど
の
「
執
行

部
の
意
識
」
②
有
期
契
約
労
働
者
を
組
織
化

す
る
こ
と
で
自
分
た
ち
の
処
遇
の
低
下
を
懸

念
し
た
り
、
景
気
が
悪
く
な
っ
て
か
ら
の
労

組
加
入
に
納
得
が
い
か
な
い
な
ど
の
「
正
規

社
員
の
意
識
」
③
会
社
が
組
織
化
の
必
要
性

に
理
解
を
示
し
て
い
な
か
っ
た
り
、
パ
ー
ト

等
を
組
織
化
し
た
ら
会
社
が
契
約
更
新
を
し

な
く
な
る
な
ど
の
「
会
社
の
理
解
」
―
―
三

点
を
あ
げ
、
そ
れ
ら
課
題
の
克
服
と
解
決
を

求
め
て
い
る
。

加
盟
組
合
は
問
題
意
識
に 

基
づ
く
組
織
化
を

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
生
保
労
連
は
各
加
盟

労
組
に
対
し
、
す
べ
て
の
組
合
が
組
織
拡
大

の
具
体
的
な
行
動
計
画
を
策
定
し
、
実
行
す

る
よ
う
提
起
。
そ
し
て
そ
の
際
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
問
題
意
識
に
基
づ
き
、
上
の
取
り
組

み
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
組
織
化
（
検
討
）
対
象
を

選
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
産
別
の
役
割
と
し
て
は
、
各
組
合

の
進
捗
状
況
に
関
す
る
フ
ォ
ロ
ー
や
、
情
報

交
換
・
提
供
な
ど
の
個
別
支
援
、
未
組
織
会

社
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
行

う
こ
と
も
明
記
し
て
い
る
。

取組みメニュー

〈パート・有期契約労働者の組織化〉
・�生保産業で働くパート等労働者は２万人を超えており、事業所によって

は労働組合の代表性（過半数割れ）が懸念される状況にあることを踏ま

え、当該労働者の組織化をはかる。

〈組合員範囲の拡大〉
・�管理監督者範囲の適正化の動き等を踏まえ、組織員範囲についてチェッ

ク・検証を進めた上で、中間管理職への範囲拡大をはかる。

・�改正高年齢者雇用安定法の施行後、定年後再雇用者が増加する中で、当

該労働者の多様なニーズを踏まえつつ組織化をはかる。

〈関連・子会社の従業員の組織化〉
・�本体労働者との一体性を確保し、仲間意識の醸成をはかる等の観点から、

当該労働者の組織化をはかる。

〈その他〉
・未組織職種の組織化

・嘱託移行時の非組合員化の廃止

・委託契約者の組織化

・登用ルート拡大の推進（経営への働きかけ）

　例）派遣社員→有期契約労働者、パート・有期契約労働者→正社員

・各組合の課題意識にもとづく取組み

資料出所：�生保労連「『組織拡大』および『組合活動への女性参画』の着実な前進に向けた
　　　　　中期取組み方針」
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出
版
労
連

個
人
加
盟
の
強
化
等
の
立
て
直

し
策
を
強
化

　

出
版
労
連
が
昨
年
七
月
の
定
期
大
会
で
確

認
し
た
「
二
〇
一
二
年
度
運
動
方
針
」
を
み

る
と
、
産
別
と
し
て
の
課
題
と
そ
の
解
決
に

向
け
た
方
針
に
つ
い
て
書
か
れ
た
章
の
な
か

で
、「
組
織
の
強
化
・
拡
大
」
は
最
初
の
項

目
に
登
場
す
る
。
出
版
労
連
で
は
二
〇
一
一

年
度
に
「
労
働
組
合
を
つ
く
り
な
お
す
」
と

い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、
運
動
の
柱
と
し

て
お
り
、
す
で
に
組
合
の
立
て
直
し
作
業
に

着
手
し
て
い
る
。

　

出
版
労
連
の
現
在
の
組
合
数
、
組
合
員
数

は
、
一
一
五
組
合
、
五
六
一
四
人
（
方
針
書

ベ
ー
ス
）。
こ
れ
ま
で
の
組
合
員
数
の
ピ
ー

ク
は
一
九
七
五
年
の
一
万
四
七
〇
〇
人
で
、

そ
の
時
と
比
べ
る
と
、
現
在
の
水
準
は
約

四
〇
％
に
す
ぎ
な
い
。ま
た
、二
〇
一
〇
年
五

月
時
点
で
の
単
組
の
状
況
を
み
る
と
、
組
合

員
三
〇
人
以
下
の
組
合
が
六
〇
％
を
占
め
る
。

　

運
動
方
針
は
、「
出
版
産
業
が
様
変
わ
り

し
、
雇
用
人
数
の
減
少
、
不
補
充
政
策
な
ど

が
各
単
組
・
分
会
の
組
織
率
を
低
下
さ
せ
て

き
た
こ
と
は
否
め
ま
せ
ん
。
そ
れ
と
と
も
に

労
働
者
の
権
利
や
生
活
が
お
び
や
か
さ
れ
て

き
て
い
る
こ
と
も
重
大
で
す
」
と
記
述
し
、

組
織
強
化
の
方
針
を
打
ち
出
し
た
背
景
を
説

明
し
て
い
る
。

　

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、
単
組
・

分
会
レ
ベ
ル
で
は
、
単
組
と
し
て
の
存
続
が

困
難
な
場
合
で
も
、
出
版
労
連
の
ユ
ニ
オ
ン

で
あ
る
「
出
版
情
報
関
連
ユ
ニ
オ
ン
」（
出

版
ユ
ニ
オ
ン
）
へ
の
移
行
も
含
め
て
、「
労

働
組
合
を
職
場
に
残
す
」
活
動
を
積
極
的
に

進
め
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
若
い
組
合

員
の
多
い
職
場
で
は
運
動
の
継
承
が
課
題
に

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
方
協
議
会
（
地

協
）
が
相
談
窓
口
と
な
っ
て
ア
ド
バ
イ
ス
す

る
な
ど
の
考
え
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

　

地
協
レ
ベ
ル
で
は
、
学
習
会
の
設
定
や
、

地
協
に
参
加
で
き
な
い
単
組
へ
の
訪
問
活
動

を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
個
人
加
盟
組
合
の

地
協
へ
の
参
加
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
強
化
す

る
方
針
を
打
ち
出
し
た
。

　

一
方
、
組
織
拡
大
・
強
化
で
は
、
出
版
ユ

ニ
オ
ン
、
出
版
ネ
ッ
ツ
と
い
っ
た
個
人
加
盟

組
合
の
拡
大
・
強
化
を
第
一
に
あ
げ
て
い

る
。
出
版
ユ
ニ
オ
ン
は
、
二
〇
〇
二
年
六
月
、

一
〇
七
人
の
組
合
員
で
ス
タ
ー
ト
し
、
現
在
、

組
合
員
は
三
五
〇
人
。
雇
用
形
態
の
多
様
化

や
出
版
の
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
産
業
構
造
の
変

化
に
対
応
す
る
労
組
の
組
織
・
運
動
の
受
け

皿
づ
く
り
を
背
景
に
結
成
さ
れ
た
が
、
現
在

は
、
少
人
数
の
単
組
や
高
齢
化
し
た
少
数
組

合
な
ど
の
移
行
も
目
立
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

方
針
は
、
さ
ら
に
出
版
ユ
ニ
オ
ン
の
組
合

員
を
増
や
し
て
い
く
た
め
に
は
、
結
成
一
〇

年
の
経
験
を
生
か
し
て
中
長
期
的
な
視
点

で
組
織
整
備
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
し
て
、

二
〇
一
二
年
度
は
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
充
実
と

組
織
運
営
を
見
直
す
と
強
調
。
労
働
相
談
か

ら
加
入
し
た
組
合
員
が
、
問
題
解
決
後
も
そ

れ
ぞ
れ
の
要
求
に
応
じ
た
活
動
に
参
加
で
き

る
体
制
を
つ
く
る
と
し
て
い
る
。

　

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
を
対
象
と
す
る
出
版
ネ
ッ

ツ
で
は
、
前
掲
の
事
例
記
事
の
と
お
り
、
労

働
相
談
を
通
し
て
の
加
入
の
ほ
か
、
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
や
学
習
会
を
通
じ
て
の
組
織

拡
大
を
狙
う
。

　

未
組
織
企
業
で
の
組
織
拡
大
で
は
、「
労

働
組
合
に
加
入
す
る
こ
と
が
労
働
者
の
権
利

を
守
ら
せ
、
生
活
向
上
の
た
め
に
必
要
で
あ

る
こ
と
を
知
ら
せ
つ
つ
、
も
っ
と
大
胆
に
組

織
拡
大
に
と
り
く
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
」
と
強
調
。
宣
伝
行
動
を
い
っ
そ
う
強
化

す
る
ほ
か
、
週
二
日
、
相
談
を
受
け
付
け
る

労
働
相
談
室
の
稼
働
を
継
続
す
る
ほ
か
、
未

加
盟
組
合
と
の
連
携
も
図
っ
て
い
く
方
針
だ
。

新
聞
労
連

非
正
規
問
題
の
可
視
化
を
提
言

　

新
聞
労
連
は
、
二
〇
〇
九
年
七
月
の
定
期

大
会
で
確
認
し
た
運
動
方
針
の
柱
の
な
か
で

「
非
正
規
労
働
者
、
地
域
や
他
産
業
と
の
連

帯
・
共
闘
を
強
め
よ
う
」
を
掲
げ
た
。
具
体

的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
非
正
規
労
働
者
の

組
織
化
や
春
闘
な
ど
で
の
均
等
待
遇
実
現
の

要
求
の
さ
ら
な
る
推
進
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
。

同
大
会
で
は
ま
た
、
約
半
年
か
け
て
議
論
し

た
結
果
を
と
り
ま
と
め
た
「
非
正
規
対
策
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書
―
―
正
社
員
主
義
か
ら

の
脱
却
を
め
ざ
し
て
」
を
報
告
。
報
告
書
は
、

各
組
合
が
非
正
規
労
働
者
の
問
題
を
「
可
視

化
」
す
る
こ
と
を
提
言
。
さ
ら
に
、「
い
ま

す
ぐ
取
り
組
む
べ
き
こ
と
」
を
整
理
し
、
具

体
的
な
取
り
組
み
を
促
し
て
い
る
。

　

そ
の
内
容
を
紹
介
す
る
と
、
報
告
書
は
新

聞
業
界
全
体
の
非
正
規
雇
用
の
割
合
は
、「
世

間
に
お
け
る
割
合
と
ほ
ぼ
同
じ
三
分
の
一
程

度
に
達
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
」
と
指
摘
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
非
正
規
雇
用
の
増
加
は

「
ま
ず
、職
場
に
お
け
る
“
公
正
”
を
害
す
る
」

と
明
言
し
た
。

　

ま
た
、
非
正
規
の
増
加
は
、
正
規
と
非
正

規
の
分
断
や
労
働
条
件
格
差
な
ど
か
ら
、
仕

事
の
能
率
と
質
を
低
下
さ
せ
、「
新
聞
の
ク

オ
リ
テ
ィ
を
害
す
る
恐
れ
が
あ
る
」
と
危
機

感
を
表
明
し
、「
労
働
組
合
は
、
悪
し
き
『
正

社
員
主
義
』
を
脱
却
し
て
、
職
場
で
働
く
す

べ
て
の
労
働
者
の
連
帯
と
協
同
を
つ
く
り
あ

げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
提
起
し
て
い
る
。

　

組
合
が
取
り
組
む
べ
き
こ
と
と
し
て
、
提

言
し
た
具
体
策
は
、
ま
ず
、
非
正
規
労
働
者

の
問
題
を「
可
視
化
」す
る
こ
と
。
そ
の
た
め
、

非
正
規
労
働
者
の
契
約
や
労
働
条
件
な
ど
に

関
す
る
実
態
調
査
や
、
非
正
規
社
員
お
よ
び

正
社
員
の
意
識
調
査
も
必
要
だ
と
し
て
い
る
。

　

い
ま
す
ぐ
取
り
組
む
べ
き
こ
と
と
し
て
は
、

全
単
組
、
労
連
本
部
に
非
正
規
相
談
窓
口
を

作
る
こ
と
を
提
言
。
組
合
員
一
人
ひ
と
り
の

意
識
を
変
え
る
た
め
に
も
、
非
正
規
労
働
者

に
門
戸
を
開
い
た
相
談
窓
口
の
設
置
は
急
務

だ
と
し
て
い
る
。

　

次
に
提
言
す
る
の
は
先
行
事
例
（
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
）
づ
く
り
。
本
号
で
も
紹
介
し
た
毎

日
新
聞
労
組
の
ケ
ー
ス
や
、
京
都
新
聞
労
組
、

東
京
新
聞
労
組
な
ど
の
経
験
に
学
び
な
が
ら
、

「
組
織
化
の
先
行
事
例
作
り
に
向
け
て
も
う

一
歩
踏
み
出
す
時
を
迎
え
て
い
る
」
と
強
調

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
組
合
員
を
問
わ
ず
、
福
利
厚
生
面

な
ど
で
春
闘
で
具
体
的
要
求
を
掲
げ
る
こ
と

を
提
案
。
組
織
化
の
局
面
で
は
加
入
メ
リ
ッ

ト
の
問
題
が
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
こ
と
か

ら
、「
非
正
規
労
働
者
が
感
じ
て
い
る
不
満

を
で
き
る
だ
け
解
消
し
、
組
合
の
意
義
を
理

解
し
て
も
ら
う
た
め
に
も
、
で
き
る
と
こ
ろ

か
ら
要
求
し
て
取
り
上
げ
て
い
く
必
要
が
あ

る
」
と
し
て
い
る
。

　

最
後
は
、
労
働
運
動
の
社
会
運
動
と
し
て

の
役
割
の
自
覚
を
持
つ
こ
と
を
あ
げ
た
。「
新

聞
業
界
全
体
が
労
使
を
超
え
て
非
正
規
労
働

者
の
問
題
に
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
、

読
者
や
市
民
は
そ
の
こ
と
を
注
視
し
て
い

る
」
と
結
ん
で
い
る
。

（
調
査
・
解
析
部
）


